
　昭和51年に新潟県上越市から布施家が移築されてから、文化保存伝習館等が次々と建設され、
約13年間かけて今の肥後民家村が完成しました。菊池川流域にある小さな民家村の工房は、川の
流れの如く変遷しながら、工房職人とともにこれからも脈々と時を刻み続けて行くことでしょう。
　そんな民家村の工房の森でスローな時間を楽しんでみてはいかがでしょうか。

「肥後民家村工房の森」で
見て、触れて、体験して

NAME　LESS（木工館）

住／和水町江田302　営／午前11時～午後５時
休／月・火
他／�表札、看板、店舗改装、家具などのリペア　など
　　�最新情報は、Instagram（SNS)をご覧ください。

☎0968-86-3030

住／和水町江田302　営／午前11時～午後４時
休／月
開館日／金土日・祝、平日は要予約
他／�ワークショップ（米粉を使った味噌づくり等）　日替りのスイーツ（米粉使用）500円（税込）
　　�ドリンク（コーヒー、紅茶、林檎ジュース）400円（税込）

☎0968-79-7716

❶ KINONにお茶を飲みに来たのがきっかけで、２年前に福岡県か
ら移住。
　妻が幼児教育をやっていて、絵本の図書館やワークショップが出
来る所を探していた。
　肥後民家村は、目の前にはどんぐり拾いができたり、都会にはな
い原風景が、子ども達にとってまさに絵本の世界観を体験できるワ
クワクできる宝箱だと思う。
　なごみ百貨店では、「お結び88（おむすびはちじゅうはち）」で、
和水町の栗や米粉等の農業プロデュースをきっかけに、ゆくゆくは
県北の発信拠点や社会貢献事業ができる場にしたい。
❷ 田舎のおばあちゃんの家に来た時のような懐かしい雰囲気をもっ
た、ゆっくりした時間は親子三代で楽しめ、時の流れを忘れて子ど
もと大人が交われる場。
　店内の椅子を自由に動かし、自分の好きな場所で絵本を読むこと
ができるのもいい。
　絵本の読み聞かせだけでなく、気軽に絵本相談や子育て相談もし
てほしい。
❸ 絵本は無料（貸出不可）

お結び図書館　なごみ百貨店

❶ 工房の森で開業したきっかけ　　❷ お店の特徴　　❸ 商品等紹介　　❹ 割引情報（広報誌持参時）

❶ 肥後民家村に一目ぼれし、７年前に佐賀から移住。
　自然豊かで毎日表情が違う村内には、彫のデザインになる沢山の
素材が目の前にある。仕事終わりや休みにはゆっくり散策でき、樹
木が沢山あって素晴らしい環境。和水町は九州のど真ん中で菊水IC
もあり、丁度いい地の利だったことも決め手。熊本市内や他県へ行
くのにとても便利。
❷ 元々は建築設計士だったが、保育や子どもに関わる仕事をしたい
と思い木のおもちゃを作る工房に就職した。街中だと子連れでゆっく
り来られない人も子どもと一緒に遊びがてらに立ち寄ることが出来る。
　木で作れるものは沢山ある。おもちゃや表札、温かみがあり、切
る場所によって全部違ってくる。同じものが一つもなく出来上がり
が面白くワクワクする。小さな工房だが、お客さんが喜んでくれる
顔が直接見られるのが楽しい。
　作品の展示スペースを兼ねた工房には、カフェスペースもある。
　今後は、自分の作品をゆっくり作る時間ももちながら、展示会等
を開催し、沢山の人に木工作品に触れてほしい。
❸ 木のがらがら（出産祝い等ギフト用、名前・誕生日入れOK）
１個2,800円（税込）
すべすべまるまるに研磨されていて触り心地よく、口に入れても安
全な塗料を使用。自然な木の色で２色。
❹ ３月末まで表札を10％OFF

　菊水ボランティアの会が肥後民家村内の花壇に
第38回全国都市緑化くまもとフェア事務局から
いただいたムスカリやスイセン等の花を植えまし
た。また、梅や桜等多くの花木や緑がご来村のみ
なさまを癒してくれることと思います。少しずつ
暖かくなりこれから見事な花が見られると思いま
すので、ぜひお越しください。

　４月16日土から５月31日火の間に肥後民
家村工房の森で工房体験をされた人へ「和水
町特製ノベルティグッズ」をプレゼント。こ
の機会にぜひ工房体験をしてみてはいかがで
しょうか。
【工房体験できる場所】
　〇陶芸工房（万世窯）
　〇NAME　LESS（木工館）
　〇Matango!Leatherworks（革工房）
　※工房体験は事前にご予約ください。

住／和水町江田302　営／午前11時～午後３時
休／月・火＋不定休（要予約）
他／�バッグ（ポシェット）小物入れ、アクセサリーなど
　　ワークショップ�500円（税込）

☎090-2325-8785

住／和水町江田302　営／午前10時～午後４時（要予約）
休／月・火
他／飾り用のかぶと、花瓶、茶わん等
　　※価格は、作者で異なります。

☎090-5945-5065（会長　井形）

❶ 海の近くにいた時に震災に遭い、安心して過ごせる土地を探して
いた。先輩移住者から肥後民家村の工房の森の募集を聞き、応募。
　ここに入る前は、自宅で制作し、ネット販売やイベントへの出店
販売を行っていたが、ショップと作業スペースがあり、ゆっくり仕
事と向き合えるところがあればと思っていた。水車小屋に決めたの
は、自分の規模にあった場所だったことと、古民家が魅力的だった
ことが決め手。
　自宅と店舗を分けることで、自分のペースで作業ができ、作業台
近くの大きな窓、作業の合間に見える外の風景もお気に入りの場所
である。
❷ 食用牛等の国産の牛革や馬、羊等の皮を生地に使っていて、小
さな端切れもアクセサリーやワークショップ用の材料等にして、可
能な限り捨てないように大事に大事に使っている。手作りの温もり
と、使う年数と共に変化する色合いも楽しんでもらいたい。
　今はオーダー中心だが、今後はもう少し店舗っぽく、新しい作品
や照明などにも力を入れて、魅せることにもこだわりたい。
　大人も子どもも気軽にできる、ハギレで作るブローチ作りのワー
クショップ等も開催している。
❸ 長財布　21,000円～（税込）
二つ折り財布　15,000円～（税込）
11色から選べ、組み合わせも自由。長財布は、自分の好きな生地
を取り入れることもできる。オーダーからお渡しまで２ヶ月。

Matango!Leatherworks

❶ 始まりは、平成５年。北九州の上野焼がルーツだが、今はいろ
んなものが混ざり合って万世焼になっている。28年間多くの会員
が入れ替わりながら、現在は15人。
　退職後の趣味の会みたいに始まって、みんな個性豊かで、作品も
ひとつひとつ違って誰のものか一目でわかる。不思議なもので性格
がはっきり出る（笑）。自分で自由に創作し、好きな作品を作れるの
が楽しい。
　粘土は、北九州から取り寄せている。電気ろくろ、手びねり等
様々な手法で作ることが出来る。
❷ 会費制で粘土はグラム単位、自分の作品の販売も自由、収益の
１割を万世窯（会）に納めた分と体験料と会費で運営している。
　陶芸は失敗することが大事、成功するためにどうすればいいのか
考えることで成長に繋がる。焼き上がりを想像しながら、大きさ、
粘土の縮み具合、重さ、厚み、デザイン、頭と手を使うことで、高
齢者の健康づくりと認知症予防になっていると話される。いろいろ
考えても満足できる作品は８割程度。
　コロナ前は年間250人程度、県外から子ども会や修学旅行に来て
いた。町内小学校の生徒は毎年体験に来てくれて、楽しんでもらっ
ている。
　随時、会員募集中。まずは気軽に体験から始めて、陶芸の楽しさ
を知ってほしい。
❸ 体験　1,200円（税込）
電気ろくろや手びねりで自由に創作体験を。

陶芸工房（万世窯）

花壇の花植え ノベルティグッズ
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